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議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

富
士
河
口
湖
町
議
会
議
長
　
渡
　
辺
　
武
　
彦

議
長
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
十
月
十
七
日
一
般
選
挙
後
の
富
士
河
口
湖
町
初
議
会

に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議
長

の
要
職
に
就
か
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

誠
に
身
に
あ
ま
る
光
栄
と
同
時
に
そ
の
使
命
と
責
任
の
重

大
さ
を
痛
感
し
、
誠
心
誠
意
職
務
を
全
う
す
る
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
。
議
会
運
営
に
お
き
ま
し
て
は
、
不
偏
不
党
、
公
正

無
私
の
立
場
で
精
励
し
、
執
行
部
と
共
に
富
士
河
口
湖
町
の

発
展
に
努
力
す
べ
く
、
心
を
新
た
に
し
て
い
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
一
昨
年
の
十
一
月
十
五
日
合
併
以
来
二
年
余
り
が

経
過
し
、
今
、
町
に
お
い
て
は
小
佐
野
町
長
が
提
唱
し
て
い

る
「
安
心
・
安
全
・
安
定
」
を
機
軸
に
、
住
民
と
行
政
が
協

調
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

新
生
富
士
河
口
湖
町
を
支
え
各
般
に
渡
り
ご
努
力
頂
き
、
去

る
十
月
十
五
日
に
任
期
を
終
え
ら
れ
た
初
代
議
員
各
位
に
対

し
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
と
共
に
今
後
に
お
い
て
も
、
町

の
進
展
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

今
、
海
外
に
お
い
て
は
、
米
国
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
を
襲
っ
た

ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
被
害
、
さ
ら
に
、
多
数
の
死
傷
者
が
出

た
パ
キ
ス
タ
ン
地
震
な
ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
相
次
ぎ
、
新
潟

中
越
地
震
も
震
災
か
ら
一
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。
当
地

域
に
お
い
て
も
、
想
定
さ
れ
て
い
る
大
地
震
や
富
士
山
噴
火

の
備
え
と
し
ま
し
て
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
に
加
え
自

然
災
害
へ
の
対
応
強
化
や
積
極
的
な
安
全
確
保
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
政
で
は
、
小
泉
内
閣
が
最
大
の
政
策
目
標
と

し
て
掲
げ
て
い
る
、「
聖
域
な
き
構
造
改
革
」
が
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
富
士
河
口
湖
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
町
建
設

計
画
の
将
来
像
と
し
て
「
富
士
山
と
湖
と
高
原
の
ま
ち
・
日

本
の
湖
水
地
方
」
を
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て

い
ま
す
。

来
年
三
月
一
日
に
は
上
九
一
色
村
南
部
が
加
わ
る
こ
と
に

よ
り
、
当
初
狙
い
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
と
な
り
、
創

意
工
夫
を
重
ね
魅
力
あ
る
町
の
形
成
に
、
執
行
部
と
議
会
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
我
々
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
と
責
任
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

私
達
議
会
人
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
様
の
負
託

に
応
え
、
福
祉
を
基
本
と
し
つ
つ
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指

す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
申

し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

さ
る
、
十
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第
九
回
臨
時
議

会
に
お
い
て
、
第
四
代
議
長
に
渡
辺
武
彦
議
員
が
推
薦

を
受
け
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
副
議
長
に
は
渡
辺

周
次
議
員
が
選
出
さ
れ
、
各
常
任
委
員
会
が
構
成
さ
れ

ま
し
た
。

議長に 

渡  辺  武  彦  議員 

副議長に 

渡  辺  周  次  議員 
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総 務 常 任 委 員 会 委 員  

 

文教社会常任委員会委員 

 

産経土木常任委員会委員 

 

議 会 運 営 委 員 会 委 員  

 
議 会 だ よ り 編 集  

特 別 委 員 会 委 員  

監 査 委 員  

富士五湖広域行政事務組合議会議員 

青木ヶ原衛生センター 

議 会 議 員  
 

鳴沢・富士河口湖恩賜県

有財産保護組合議会議員 

河 口 湖 南 中 学 校  

組 合 議 会 議 員  

青木が原ごみ処理組合議会議員 

農 業 委 員 会 委 員  

河口湖治水委員会委員 
 

湖 南 水 道 事 業  

常 任 委 員 会 委 員  

消 防 委 員 会 委 員  

地 域 審 議 会 委 員  
 

都 市 計 画 審 議 会 委 員  

国民健康保険運営協議会委員 

地下水保全審議会委員 

温泉事業運営審議会委員 

下 水 道 審 議 会 委 員  

山梨赤十字医療施設経営審議会委員 

（長）堀内　弘一　（副）古谷　芳信　渡辺金一郎　三浦　康夫 

渡辺　周次　渡辺　武彦 

（長）渡辺余緒治　（副）梶原　義美　渡辺　凱保　　山　　治 

白壁　賢一　倉沢　鶴義 

（長）小佐野弘士　（副）駒谷　隆利　大石　真六　古屋　一哉 

小川　清治　流石　市朗 

（長）倉沢　鶴義　（副）白壁　賢一　渡辺　凱保　古屋　一哉 

渡辺余緒治　堀内　弘一　駒谷　隆利　小佐野弘士 

（長）　山　　治　（副）渡辺金一郎　梶原　義美　三浦　康夫 

渡辺　凱保　大石　真六　堀内　弘一　流石　市朗 

小佐野弘士 

渡辺　凱保　堀内　弘一　古谷　芳信　白壁　賢一 

梶原　義美　三浦　康夫　渡辺　凱保　大石　真六　古屋　一哉 

渡辺余緒治　小川　清治　堀内　弘一　駒谷　隆利　流石　市朗 

古谷　芳信　渡辺　武彦　　山�　治　小佐野弘士　倉沢　鶴義 

梶原　義美　渡辺金一郎　渡辺　凱保　古屋　一哉　渡辺余緒治 

白壁　賢一　小佐野弘士　倉沢　鶴義 

梶原　義美　渡辺　凱保　大石　真六　古屋　一哉　渡辺余緒治 

小川　清治　渡辺　周次　渡辺　武彦　小佐野弘士 

流石　市朗　古谷　芳信　倉沢　鶴義 

小川　清治　小佐野弘士 

三浦　康夫　古屋　一哉　渡辺余緒治　渡辺　周次　堀内　弘一 

駒谷　隆利　流石　市朗　　山�　治　小佐野弘士　倉沢　鶴義 

渡辺金一郎　渡辺　凱保　小川　清治　流石　市朗　渡辺　武彦 

白壁　賢一 

渡辺金一郎　渡辺　周次　駒谷　隆利 

三浦　康夫　渡辺　周次　堀内　弘一　流石　市朗　古谷　芳信

　山�　治　小佐野弘士　倉沢　鶴義 

三浦　康夫　渡辺余緒治　渡辺　武彦　　山�　治 

梶原　義美　渡辺　凱保　古屋　一哉　駒谷　隆利　倉沢　鶴義 

大石　真六　小川　清治 

渡辺金一郎　古谷　芳信　　山�　治 

渡辺金一郎　渡辺余緒治　駒谷　隆利　流石　市朗 

梶原　義美　大石　真六　　山�　治　白壁　賢一　倉沢　鶴義 

富士河口湖町議会役職一覧表 富士河口湖町議会役職一覧表 富士河口湖町議会役職一覧表 
平成17年10月17日改選 

 議　　長 渡　辺　武　彦 副  議  長 渡　辺　周　次 
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○
一
般
会
計
補
正
予
算
　
　
　
　
（
第
六
号
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
七
千
九
百
四
十
二
万

八
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
百
六
億
三
百
八

十
一
万
円
と
す
る
。
歳
入
は
、
繰
越
金
一
千

二
百
七
十
四
万
七
千
円
を
増
額
、
合
併
特
例

事
業
債
一
億
二
千
三
百
四
十
万
円
を
減
額
、

歳
出
は
、
塵
芥
処
理
委
託
料
四
千
八
十
五
万

四
千
円
を
減
額
、
富
士
登
山
道
線
道
路
整
備

工
事
費
七
千
八
十
四
万
六
千
円
を
減
額
、
補

償
費
一
千
三
百
七
十
七
万
六
千
円
を
減
額
が

主
な
も
の
で
あ
る
。

○
船
津
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算（

第
二
号
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
四
千
百
六
十
四
万
九
千

円
を
増
額
し
、
総
額
を
三
億
六
千
四
百
四
十
万

と
す
る
。
歳
入
は
、
土
地
建
物
貸
付
収
入
七
百

五
十
四
万
六
千
円
を
減
額
、
雑
入
四
千
九
百
十

九
万
五
千
円
を
増
額
、
歳
出
は
予
備
費
四
千
百

六
十
四
万
九
千
円
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
八
千
百
六
十
一
万
四

千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
十
九
億
六
千
四
百

五
十
万
七
千
円
と
す
る
。
歳
入
は
療
養
給
付

費
交
付
金
二
千
万
円
、
繰
越
金
六
千
百
六
十

一
万
一
千
円
、
歳
出
は
、
退
職
被
保
険
者
等

療
養
給
付
費
五
千
万
円
、
予
備
費
二
千
五
百

六
十
一
万
四
千
円
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（

第
二
号
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
五
千
六
百
十
五
万
円
を

増
額
し
、
総
額
を
十
八
億
九
千
九
百
七
万
六
千

円
と
す
る
。
歳
入
は
、
公
共
下
水
道
事
業
債
一

千
九
百
五
十
万
円
、
一
般
会
計
繰
入
金
二
千
五

十
万
円
、
繰
越
金
一
千
六
百
十
五
万
円
、
歳
出

は
委
託
料
一
千
九
百
五
十
万
円
、
公
共
下
水
道

工
事
請
負
費
三
千
六
百
万
円
が
主
な
も
の
で
あ

る
。

○
地
域
審
議
会
に
関
す
る
条
例
の
制
定

合
併
前
の
河
口
湖
町
、
勝
山
村
、
足
和
田
村
、

上
九
一
色
村
の
区
域
ご
と
に
地
域
審
議
会
を
設

置
し
て
、
組
織
及
び
運
営
に
関
し
て
事
項
を
定

め
る
。
期
間
は
平
成
十
七
年
十
月
十
六
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
、
委
員

は
十
二
人
以
内
で
任
期
は
四
年
と
す
る
。
地
域

審
議
会
は
、
区
域
に
係
る
新
町
建
設
計
画
の
変

更
、
新
町
建
設
計
画
の
執
行
状
況
、
地
域
振
興

の
た
め
の
基
金
の
活
用
、
新
町
の
基
本
構
想
の

作
成
及
び
変
更
な
ど
の
事
項
に
つ
い
て
、
町
長

の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
し
、
答
申
す
る
。

○
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

本
町
の
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
指
定
管

理
者
の
指
定
の
手
続
き
に
関
し
て
必
要
な
事
項

を
定
め
る
。

○
特
別
工
業
地
区
建
築
条
例
の
制
定

富
士
河
口
湖
町
船
津
、
小
立
地
区
の
一
部
に
都

市
計
画
の
用
途
地
域
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
用

下水道現場

平
成
十
七
年
第
三
回
定
例
会
が
九

月
五
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
八
日

間
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

特別工業地区
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途
地
域
の
中
に
「
準
工
業
地
域
」
に
土
地
利
用
の
増
進
、

環
境
保
全
の
特
別
目
的
の
実
現
を
図
る
た
め
用
途
地
域
の

補
完
と
し
て
「
特
別
工
業
地
区
」
を
指
定
す
る
。

第
七
回
臨
時
議
会
の
議
案
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
九
千
二
百
八
十
万
を
増
額
し
、
総

額
を
十
八
億
四
千
二
百
九
十
二
万
六
千
円
と
す
る
。
歳
入

は
下
水
道
高
金
利
対
策
借
換
債
一
億
四
十
万
円
を
増
額
、

繰
越
金
七
百
六
十
万
円
を
減
額
、
歳
出
は
町
債
元
金
償
還

金
九
千
九
百
七
十
九
万
円
を
増
額
、
町
債
利
子
償
還
金
六

百
九
十
九
万
六
千
を
減
額
す
る
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
三
十
五
万
円
を
増
額
し
、
総
額
を

百
六
億
五
千
五
百
五
十
七
万
二
千
円
と
す
る
。
歳
入
は
文

化
振
興
事
業
基
金
繰
入
金
三
十
五
万
円
、
歳
出
は
ア
メ
リ

カ
鱗
翅
学
会
参
加
補
助
金
三
十
五
万
円
で
あ
る
。

○（
仮
称
）
健
康
指
導
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
請
負
契
約
締
結

契
約
の
方
法
　
　
公
募
型
指
名
競
争
入
札

契
約
金
額
　
　
　
二
億
六
千
七
百
七
十
五
万
円

契
約
の
相
手
方
　
コ
バ
ヤ
シ
工
業
・
井
出
工
業

富
士
河
口
湖
町
健
康
指
導
セ
ン
タ
ー

新
築
工
事
共
同
企
業
体

○
財
産
の
取
得

用
途
　
（
仮
称
）
桜
公
園
建
設
用
地

所
在
　
富
士
河
口
湖
町
長
浜
字
東
八
杭
、
長
崎
、

八
杭
坂
、
大
輪
、
浜
端

地
番
　
二
十
二
番
　
外
六
十
五
筆

地
目
　
山
林
　
外

面
積
　
七
万
五
千
三
百
九
十
七
・
八
六
㎡

（
登
記
簿
面
積
）

金
額
　
二
千
二
百
六
十
一
万
九
千
三
百
五
十
八
円

○
西
湖
い
や
し
の
里
根
場
茅
葺
屋
根
建
物
六
棟

新
築
・
厨
房
棟
新
築
等
工
事
請
負
契
約
締
結

契
約
の
方
法
　
　
随
意
契
約

契
約
の
金
額
　
　
二
億
一
千
万
円

契
約
の
相
手
方
　
株
式
会
社
　
石
川
工
務
店

第
八
回
臨
時
議
会
の
議
案
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
一
千
九
百
四
十
六
万
五
千
円
を

増
額
し
て
百
六
億
七
千
五
百
三
万
七
千
円
と
す
る
。
主
な

歳
入
は
合
併
推
進
事
業
債
（
上
九
一
色
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
債
）
一
千
五
百
四
十
万
円
、
歳
出
は

上
九
一
色
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
負
担
金
一
千

七
百
十
万
円
、
河
口
災
害
救
助
隊
装
備
品
購
入
費
補
助
金

四
十
六
万
五
千
円
で
あ
る
。

○
大
嵐
町
営
住
宅
建
設
工
事
請
負
契
約
締
結

契
約
の
方
法
　
　
一
般
競
争
入
札

契
約
金
額
　
　
　
五
億
五
千
二
十
万
円

契
約
の
相
手
方
　
富
士
土
木
・
梶
原
工
業
所
　

富
士
河
口
湖
町
大
嵐
町
営

住
宅
建
設
工
事
共
同
企
業
体

平
成
十
七
年
第
七
回
臨
時
議
会
が
七
月
十
五

日
に
、
第
八
回
臨
時
議
会
が
八
月
三
日
に
開

催
さ
れ
、
次
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

（仮称）桜公園建設用地

大嵐町営住宅建設現場



□特別会計 （単位：円） 

会　計　別 
船 津 財 産 区  

小 立 財 産 区  

大 石 財 産 区  

河 口 財 産 区  
西深沢外十三恩賜県  
有 財 産 保 護 財 産 区  

勝 山 財 産 区  

長 浜 財 産 区  

西 湖 財 産 区  

大 嵐 財 産 区  
青木ヶ原外七字及小合山外七字恩
賜 県 有 財 産 保 護 財 産 区  

小立簡易郵便局事業 

河口湖治水事業 

国民健康保険  

会　計　別 
老 人 保 険  

介 護 保 険  

居宅介護支援事業 

船津公園墓地事業 

小立公園墓地事業 

勝山墓地事業  

大石簡易水道事業 

松風台簡易水道事業 

河口簡易水道事業 

足和田簡易水道事業 

下 水 道 事 業  

温 泉 事 業  

 

 歳入総額 歳出総額 
3億2,898万8,841 9,826万5,094
7億0,807万6,411 2億8,641万2,323

3,991万7,643 1,719万1,034
8,920万5,427 1,173万3,504

400万8,830 186万4,055
2億7,133万9,560 2億4,239万3,339

197万5,047 161万0,500
1,064万1,270 692万2,625
5,355万9,507 4,983万3,874

94万3,236 67万2,993
989万8,412 540万6,764

5,788万6,530 2,429万9,642
21億2,633万2,714 20億5,471万8,420

歳入総額 歳出総額 
16億6,991万6,834 16億5,750万5,898

7億7,767万9,168 7億6,212万0,122
1,212万9,494 852万2,232
1,161万3,735 1,037万3,116
1,398万5,697 656万7,257

177万0,838 36万3,564
3,039万2,417 1,698万3,679

834万9,294 317万0,132
5,102万4,528 4,208万0,645
6,146万0,794 5,318万2,128

15億4,822万2,585 14億3,222万4,485
1億4,237万8,457 1億3,597万7,592
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決算審査意見書によると、財政の推移は、

財政状況において引続き社会経済の低迷が予

想される昨今、地方財政の責務は、住民の期

待に応え、適切にその役割を果たしていくた

め、行財政の効率化や経費節減等の合理化を

推進し、限られた財源の中で重点的かつ効率

的な運用に徹し、健全な財政運営を努めるこ

とを切に希望する。

財政運営の状況は、総体的にみて健全であ

り、かつ適切であったと思われる。町の主な

財源である税収入については、町税現年分の

徴収率は96.47％、滞納繰越分徴収率は

29.53％で、現年度分と滞納繰越分を合わせ

た徴収率は89.56％となっている。町税の滞

納については依然として多くある中で、収納

対策班による滞納分の徴収率のアップを目指

し、努力を望む。

また、悪質な滞納者に対しては、滞納内容

の調査を行い、差し押さえ処分の実施等、積

極的な事務処理をお願いしたい。

なお、平成16年度の決算において、歳入

全体の不納欠損処分額のうち、大部分を占め

る固定資産税滞納繰越分については、現状で

の経済情勢を考慮すると、今後も増加してい

くことも予想されるが、収納対策班の益々の

活躍に期待する。

歳出の執行については、本年度114億

3,149万5,000円の予算に対し，決算額は99

億205万8,934円となっており計画的、効率

的に執行されている。

総体的に、適正な予算編成、予算執行が行わ

れており、今後も状況に応じた健全な財政運

営が図られることを要望する。

一般会計決算報告
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企
画
課
関
係

質
問

カ
レ
ン
ダ
ー
が
十
五

円
ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
だ
が
、
詳
し
い
説
明
を
求

め
る
。

答
弁

カ
レ
ン
ダ
ー
と
広
報

等
を
自
治
会
に
入
っ
て
い
な

い
人
を
対
象
に
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
派
遣
員
に

よ
り
配
布
し
て
る
が
、
そ
れ

に
関
わ
る
費
用
が
四
十
円
か

ら
五
十
五
円
に
な
り
、
十
五

円
ア
ッ
プ
と
い
う
わ
け
で
、

カ
レ
ン
ダ
ー
本
体
で
は
な
い
。

環
境
課
関
係

質
問

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

費
と
い
う
こ
と
で
環
境

に
対
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

基
準
に
適
合
す
る
と
言

う
こ
と
だ
が
、
ど
の
様

な
効
果
が
あ
る
か
を
伺

い
た
い
。

答
弁

Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０

０
１
は
、
職
員
に
も
浸

透
し
て
き
て
お
り
、
当

然
裏
紙
・
紙
を
む
だ
に

し
な
い
、
不
要
な
場
所

の
電
気
を
消
す
、
当
然

そ
う
い
う
こ
と
は
行
っ

て
い
る
が
、
さ
ら
に
推

進
し
て
い
く
た
め
に
も
新
し

い
施
設
も
含
め
て
今
年
勝
山
、

足
和
田
出
張
所
も
サ
イ
ト
と

し
て
登
録
を
し
た
。
こ
れ
か

ら
更
に
学
校
関
係
を
進
め
て
、

ま
す
ま
す
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
維
持
継

続
し
て
い
く
た
め
に
努
力
し

て
い
き
た
い
。

質
問

ア
ル
ミ
缶
等
プ
レ
ス

し
た
物
を
売
却
し
て
収
入
を

得
て
い
る
け
れ
ど
も
、
各
年

度
の
売
却
単
価
を
伺
い
た
い
。

答
弁

今
現
在
、
河
口
の

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て

い
る
ア
ル
ミ
缶
及
び
ス
チ
ー

ル
缶
の
二
種
類
を
プ
レ
ス
し

て
資
源
と
し
排
出
し
て
い
る

が
、
ア
ル
ミ
缶
は
、
一
キ
ロ

七
十
円
、
ス
チ
ー
ル
缶
は
、

一
キ
ロ
十
四
円
で
販
売
し
て

い
る
。（
こ
こ
二
、
三
年
は
価

格
に
変
動
は
な
い
。）

農
政
関
係

質
問

今

大
石
地
区

に
お
い
て

は
、
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー

さ
く
ら
ん

ぼ
と
い
う

な
か
で
大

変
努
力
し

て
お
り
ま

す
が
、
他

の
地
区
に

つ

い

て

は
、
何
か

考
え
て
お

ら
れ
る
か

伺

い

た

い
。

答
弁

ま

ず
、
一
番
河
口
湖
北
岸
で
や

り
や
す
か
っ
た
の
は
、
専
業

農
家
が
あ
り
、
栽
培
組
合
と

い
う
の
も
あ
り
、
新
た
な
事

業
を
展
開
す
る
素
地
が
人
的

に
も
、
畑
も
あ
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
他
の
地
区
で
は
、
農

業
を
専
業
に
さ
れ
て
い
る
方

が
少
な
い
状
態
で
あ
る
。
ほ

と
ん
ど
の
方
が
、
家
庭
菜
園

程
度
で
、
そ
こ
に
遊
休
農
地

を
解
消
す
る
た
め
に
何
か
新

た
な
物
を
と
い
う
の
は
、
少

し
難
し
い
。
い
ろ
い
ろ
検
討

研
究
は
進
め
て
は
い
る
が
、

ま
だ
具
体
的
に
は
な
い
状
況

で
あ
る
。

総
務
課
関
係

質
問

合
併
前
の
地
方
交
付

税
は
保
証
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

答
弁

普
通
交
付
税
は
、
合

併
前
に
今
ま
で
も
ら
っ
て
い

た
旧
三
町
村
合
わ
せ
た
金
額

が
保
証
さ
れ
て
い
る
も
の
で

は
な
い
。
国
の
方
策
は
地
方

交
付
税
は
年
々
減
っ
て
い
く

改
革
を
し
て
い
る
の
で
、
減

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
が
、

全
国
的
に
見
て
合
併
し
た
町

村
は
合
併
特
例
法
の
あ
る
間

は
有
利
で
は
あ
る
が
、
金
額

が
保
証
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。

生
涯
学
習
関
係

質
問

グ
ラ
ン
ド
及
び
サ
ッ

カ
ー
場
の
使
用
状
況
、
使
用

料
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁

町
民
の
使
用
に
つ
い

て
は
主
に
夜
間
、
土
日
を
優

先
し
て
い
る
。
町
民
は
二
ケ

月
前
、
民
宿
・
旅
館
の
利
用

客
は
一
週
間
前
か
ら
の
申
し

込
み
と
い
う
よ
う
に
差
が
あ

る
。
町
民
は
昼
間
の
使
用
料

は
無
料
、
夜
間
は
電
気
料
を

支
払
う
。
町
外
の
方
は
二
倍

の
電
気
料
を
支
払
う
。
町
民

に
つ
い
て
は
時
間
貸
し
、
学

校
の
生
徒
に
つ
い
て
は
半
額
。

使
用
料
の
ほ
と
ん
ど
は
、
町

委 員 長　梶　原　恒　夫
副委員長　梶　原　忠　雄

河口の清掃センター

遊休農地
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外
の
い
わ
ゆ
る
観
光
客
の
も

の
で
あ
る
。

税
務
課
関
係

質
問

不
納
欠
損
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答
弁

不
納
欠
損
に
つ
い
て

は
総
務
課
の
収
納
対
策
班
が

担
当
し
て
お
り
、
五
年
以
上

経
過
し
た
も
の
、
微
収
不
納

に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
、

規
約
に
も
と
づ
い
て
決
定
し

て
い
る
。

質
問

納
税
組
合
の
実
態
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁

平
成
十
六
年
度
予
算

時
は
五
十
七
の
納
税
組
合
が

あ
っ
た
が
平
成
十
六
年
度
に

五
十
四
に
な
り
、
平
成
十
七

年
度
は
四
十
八
に
な
っ
て
い

る
。

質
問

固
定
資
産
税
の
徴
収

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁

九
十
四
・
八
四
％
の

徴
収
率
で
あ
る
。
収
納
対
策

班
、
収
納
第
二
係
、
税
務
課

職
員
十
二
名
だ
け
で
な
く
、

ほ
か
の
役
場
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
協
力
し
な
が
ら
滞
納

整
理
を
懸
命
に
行
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
関
係

質
問

豊
か
な
心
を
育
て
る

事
業
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁

各
学
校
と
も
学
校
の

状
況
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

を
出
し
な
が
ら
こ
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
た
と
え

ば
朝
の
十
分
間
の
全
校
一
斉

読
書
活
動
と
か
、
保
護
者
か

ら
子
供
た
ち
へ
の
読
み
聞
か

せ
指
導
、
農
園
で
の
勤
労
体

験
学
習
な
ど
が
あ
る
。

質
問

ど
の
よ
う
な
理
由
で

要
保
護
、
準
要
保
護
が
増
え

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁

ま
ず
母
子
家
庭
が
増

え
て
い
る
こ
と
、
失
業
、
収

入
面
が
厳
し
い
方
が
増
え
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

質
問

図
書
の
購
入
状
況
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁

小
学
校
七
校
で
百
六

十
万
円
ほ
ど
購
入
し
て
い
る
。

図
書
購
入
基
金
を
地
元
か
ら

い
た
だ
い
て
、
そ
の
利
子
の

運
用
を
利
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
学
習
指
導
要
領

に
沿
っ
て
必
要
な
図
書
を
中

心
に
購
入
し
て
い
る
。

水
道
課
関
係

質
問

下
水
道
事
業
に
関
し

て
、
未
収
入
額
が
千
九
百
八

十
万
円
あ
る
が
、
そ
の
対
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁

平

成
十
三
年

頃
か
ら
大

口
三
件
が

滞
納
し
て

い

る

の

で
、
課
長

以
下
二
名

で
毎
月
訪

問
し
て
い

る
。
時
効

が
発
生
し

な
い
よ
う

に
幾
ら
か

ず
つ
で
も

入
金
を
お

願
い
し
て

い
る
。

質
問

上

水
道
事
業
に
つ
い
て
寄
付
金

（
施
設
整
備
協
力
金
）
と
足
和

田
地
区
の
加
入
負
担
金
の
内

容
と
各
地
区
の
状
況
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
弁

ア
パ
ー
ト
、
宅
地
分

譲
、
工
場
等
の
開
発
を
行
う

た
め
に
水
道
施
設
を
改
修
す

る
費
用
で
あ
る
。
船
津
地
区

十
一
件
小
立
地
区
十
棟
以
上
。

足
和
田
地
区
は
新
規
水
道
加

入
負
担
金
は
四
件
で
あ
る
。

各
地
区
合
計
で
合
計
金
額
が

千
三
百
万
円
で
あ
る
。

農
林
課
関
係

質
問
　
遊
休
農
地
の
現
地
調

査
と
ア
ン
ケ
ー
ト
事
業
の
結

果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁

調
査
対
象
は
農
地
所

有
者
千
百
世
帯
、
回
答
率
三

十
一
％
で
、
そ
の
中
で
現
状

維
持
が
六
十
六
％
、
将
来
縮

小
が
三
十
二
％
で
、
中
に
は

貸
し
た
り
、
売
却
し
た
い
と

考
え
る
人
も
い
る
。
ま
た
、

遊
休
農
地
の
現
状
を
四
段
階

に
分
け
る
と
、「
す
ぐ
植
え
る

こ
と
が
可
能
Ａ
」「
一
、
二
回

程
度
耕
作
必
要
Ｂ
」「
耕
運
機

が
必
要
Ｃ
」「
抜
根
整
地
作
業

必
要
Ｄ
」
で
分
け
ら
れ
る
。

地
域
的
に
旧
河
口
湖
町
の

遊
休
農
地
四
十
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
遊
休
率
十
一
％
、
旧
足

和
田
村
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
遊

休
率
二
十
五
％
、
旧
勝
山
村

遊
休
地
面
積
五
・
一
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
遊
休
率
二
十
八
％
で

あ
る
。
県
内
平
均
十
五
％
で

郡
内
地
域
は
遊
休
地
率
が
高

い
。

質
問

長
浜
地
区
サ
ク
ラ
公

園
計
画
、
今
後
の
方
針
と
サ

ク
ラ
の
種
類
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

回
答

日
本
サ
ク
ラ
協
会
と

相
談
し
て
こ
の
地
区
に
合
う

四
季
咲
の
サ
ク
ラ
を
四
か
ら

五
種
類
を
検
討
し
て
い
る
。

船津小学校図書館

学生マンション
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町
の
少
子
化
対
策
に

つ
い
て

質
問

人
口
減
社
会
が
叫
ば

れ
る
中
で
、
当
町
が
重
点
的

に
取
り
組
む
少
子
化
対
策
と

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
。

福
祉
推
進
課
長

町
は
子
育

て
支
援
に
全
力
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
子
ど
も
、

親
、
利
用
者
、
地
域
の
視
点

に
立
っ
て
総
体
的
に
考
え
、

ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
に
お

い
て
環
境
整
備
に
努
め
て
い

る
。
子
育
て
家
庭
が
安
心
し

て
生
活
が
で
き
る
た
め
に
は

保
育
サ
ー
ビ
ス
、
保
育
サ
ポ

ー
ト
は
大
き
な
支
援
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
未
満
児
保

育
専
用
の
「
こ
も
も
保
育
所
」

は
全
県
下
に
例
を
み
な
い
施

設
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

入
所
者
は
、
年
々
増
加
を

続
け
、
現
在
は
八
十
名
を
数

え
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と

今
後
の
入
所
は
厳
し
く
、
将

来
展
望
に
た
っ
て
の
整
備
を

考
え
て
い
る
。
こ
も
も
保
育

所
の
隣
地
を
取
得
し
て
、
十

八
年
度
は
増
築
整
備
を
図
り

子
育
て
支
援
に
応
え
て
い
く
。

健
康
増
進
課
長

小
児
救
急

医
療
の
体
制
に
つ
い
て
は
、

あ
く
ま
で
迅
速
な
体
制
で
対

処
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

る
。
町
内
の
小
児
科
医
師
は
、

山
梨
赤
十
字
病
院
に
三
人
、

町
の
開
業
医
二
人
の
計
五
人
。

こ
れ
に
富
士
吉
田
市
立
病
院

に
三
人
、
開
業
医
二
人
、
両

市
と
町
で
十
名
の
医
師
に
よ

っ
て
対
応
で
き
る
。

続
い
て
不
妊
治
療
を
望
む

方
へ
の
支
援
と
し
て
は
、
県

事
業
と
し
て
費
用
の
一
部
が

助
成
さ
れ
、
そ
の
額
は
一
年

度
当
り
十
万
円
で
、
二
年
を

限
度
と
し
て
い
る
。
な
お
、

県
民
情
報
プ
ラ
ザ
に
不
妊
相

談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
本
町

で
は
、
通
常
業
務
の
中
で
保

健
婦
が
対
応
し
て
い
る
。

心
を
潤
す

あ
い
さ
つ
に
つ
い
て

質
問

町
内
小
中
学
校
が
連

携
し
て
推
進
し
て
い
る
「
あ

い
さ
つ
運
動
」
を
町
全
域
へ

浸
透
さ
せ
る
た
め
に
は
。

教
育
長

豊
か
な
心
を
も
つ

子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
た
め
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
と
し
て
、
声
か
け
、
あ
い

さ
つ
運
動
の
推
進
が
叫
ば
れ

て
い
る
。
町
の
小
中
学
校
で

は
、
児
童
会
や
生
徒
会
が
中

心
と
な
り
自
主
的
に
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。

訪
問
者
に
対
す
る
子
ど
も

た
ち
の
あ
い
さ
つ
は
、
大
人

の
心
を
潤
し
、
教
育
の
成
果

を
改
め
て
実
感
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

は
、
保
護
者
や
家
庭
の
担
う

役
割
が
特
に
大
き
い
と
考
え

る
。
家
庭
や
親
の
あ
り
方
が
、

子
ど
も
に
強
い
影
響
を
与
え

る
こ
と
を
常
に
重
く
受
け
と

め
、
地
域
の
懇
談
会
な
ど
で

温
か
く
潤
い
あ
る
家
庭
環
境

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
進

め
て
い
き
た
い
。

総
務
課
長

行
政
サ
ー
ビ
ス

の
基
本
と
な
る
あ
い
さ
つ
に

つ
い
て
は
、
職
員
が
生
ま
れ

育
つ
過
程
で
身
に
つ
け
て
き

た
基
本
的
要
素
に
加
え
、
県

市
町
村
研
修
所
に
お
い
て
、

新
任
時
、
そ
の
後
随
時
、
公

務
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
人

間
関
係
を
築
く
た
め
の
知
能

と
技
能
の
応
用
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
研
修
を
し
て
い

る
。合

併
時
に
は
、
さ
ら
に
全

職
員
対
象
に
専
門
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
目
指
す
接
遇
研
修

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
改
め
て

あ
い
さ
つ
と
い
う
儀
礼
的
動

作
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
自

ら
も
進
ん
で
あ
い
さ
つ
を
心

が
け
て
い
る
。

改
修
を
待
つ

中
央
公
民
館

質
問

中
央
公
民
館
の
内
部

改
修
計
画
が
示
さ
れ
た
が
、

そ
の
間
利
用
者
の
活
動
場
所

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長

中
央
公
民

館
は
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と

し
て
文
化
活
動
、
研
修
会
、

会
議
等
の
会
場
と
し
て
最
も

多
く
の
町
民
に
利
用
さ
れ
て

い
る
が
、
開
設
か
ら
三
十
一

年
が
経
過
、
老
朽
化
し
た
た

め
、
来
年
度
と
再
来
年
度
を

か
け
改
修
す
る
計
画
で
あ
る
。

し
か
し
、
地
下
実
習
室
は
、

配
水
管
が
壊
れ
、
使
用
不
能

と
な
り
、
老
人
給
食
を
調
理

さ
れ
て
い
る
食
改
推
の
方
々

を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
に

ご
不
便
を
か
け
て
い
る
現
状

だ
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

は
他
の
調
理
室
を
備
え
て
い

る
施
設
を
探
し
、
善
処
す
る

よ
う
伝
え
て
あ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

質
問

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
中
央
公
民
館
の
施
設
に
つ

い
て
改
め
て
伺
い
た
い
。

町
長

狭
小
で
老
朽
化
し
た

館
内
に
あ
る
図
書
館
が
、
や

が
て
完
成
し
た
生
涯
学
習
館

へ
移
っ
た
時
点
で
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
段
階
と
な
る
。
改
修

後
、
部
分
的
に
は
、
旧
教
育

委
員
会
事
務
局
を
女
性
の
活

動
拠
点
に
位
置
づ
け
、
旧
教

育
長
室
は
、
女
性
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
ま
で
含
め
て
、
相
談

室
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
図
書
館
跡
に
つ
い

て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
あ
る

い
は
多
目
的
な
使
用
の
方
向

付
け
を
し
た
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
女
性

の
皆
さ
ん
と
お
約
束
し
た
、

活
動
拠
点
に
期
待
し
て
い
た

だ
き
、
さ
ら
な
る
ご
活
躍
と

ご
発
展
を
お
願
い
し
た
い
。

望
月
幸
子
議
員

未満児保育専用の「こもも保育所」

○註
紙
面
の
関
係
で
、
内
容
の
一
部

の
み
の
掲
載
で
す
。
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今回の研修は熊野古道の一部、熊野本宮大社から

熊野本宮旧社地（大斎原）までを中心に、辻林指導

員の説明をうけました。

私たち富士河口湖町民の誇りであり、日本の象徴である富士山を世界遺産に登録できるよう、住民各位の

ご協力をお願いして研修報告といたします。

国内の世界遺産

法隆寺地域の仏教建造物　　　　　　１９９３
姫路城　　　　　　　　　　　　　　１９９３
屋久島（自然遺産） １９９３
白神山地（自然遺産） １９９３
古都京都の文化財　　　　　　　　　１９９４
白川郷・五箇山の合掌造り集落　　　１９９５
厳島神社　　　　　　　　　　　　　１９９６

原爆ドーム　　　　　　　　　　　　１９９６
古都奈良の文化財　　　　　　　　　１９９８
日光の社寺　　　　　　　　　　　　１９９９
琉球王国のグスクおよび関連遺跡群　２０００
紀伊山地の霊場と参詣道　　　　　　２００４
知床（自然遺産） ２００５

大鳥居
本流熊野川と音無川、岩田川が合流すると
ころに、木々の茂る中洲がある。大斎原と呼
ばれ熊野本宮大社はかつてここにあった。
平成12年、大斎原にかつての壮大な社地
を忍ばせる、高さ33.9ｍの大鳥居が建立さ
れた。

現在の熊野本宮大社
かつては「熊野坐神社」と呼ばれた神社で、熊野川の中洲（大斎
原）に古代の創祠以来鎮座していたが、明治22年（1889年）の大水
害で罹災した後、流失を免れた主要社殿、三棟を明治24年（1891年）
に現在地に移築し、再建したものである。

熊
野
本
宮
大
社
（
旧
社
地
大
斎
原
）

※屋久島・白神山地・知床は自然遺産、その他は文化遺産。

湯の峰温泉
日本最古の開湯（1008年）。熊野詣での湯垢離場

（ゆごりば）として栄え、「つぼ湯」は世界遺産に登
録された世界初の温泉浴場。
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和歌山県世界遺産センターの辻林指導員による講演会（要約）
「―富士山は古来より霊峰として富士山信仰が伝えられるとともに、多くの国民に親しまれている、日本

を代表する名山である。総合的に調査、研究を

深め、この価値を守るために早期に世界遺産に

登録することを期待する。―平成12年11月、文

化審議会において富士山について、このような

コメントを発表し文化庁に提出しています。

遺産の法的保護（コアゾーンとバッファゾー

ン）をどのように設定するかが登録への重要な

ポイントですが、富士山の登録については充分

な可能性があるので期待しています。

登録までにはいろいろな問題点を克服しなけ

ればなりませんが、地域の方々への説明会やシ

ンポジウムを開催し、そこに暮らす人たちのコ

ンセンサスをとっていくことが重要です。」

世界遺産のゾーン構成
コア・ゾーン
保護される遺産そのもの。（国指定史跡・名勝・天

然記念物・重要文化財等として指定されたもの）

バッファ・ゾーン
コアゾーンのまわりの緩衝地帯。遺跡周辺の環境、

景観保護のため、市町村条例等により土地利用を

限定する。

10年ほど以前、山梨県、静岡県の両県で富士山を世界遺産に登録しようという市民運動が盛り
上がりました。この時は、富士山をめぐる様々な問題により、政府は富士山を世界遺産（自然遺
産）として推薦することを見送りました。
しかしそれ以降、地元市民やＮＰＯ等の努力もあり、富士山にかかわる様々な環境問題は着々

と解決される方向に向かっています。
また、ユネスコの世界遺産委員会で文化遺産の基準が見直され「文化的景観のカテゴリー」と

いう基準が設けられ、富士山が世界遺産に推薦される道も開かれました。
富士山は、日本人と日本の文化に、古来から常に影響を与え続けてきた極めて文化的な存在で

す。「文化的景観のカテゴリー」での登録がもっとも可能性が高いと思われます。
このたび、富士山のお膝元の自治体として世界遺産登録に対し積極的な関わりを持つために、

議会は町執行部と共に「紀伊山地の霊場と参詣道」について和歌山県熊野へおもむき、研修をし
てまいりました。
「紀伊山地の霊場と参詣道」こそ、2004年に日本で初めて「文化的景観」が適用された世界

遺産です。
（注）文化的景観…天然と自然と人が作り出した景色がバランスよく保たれていること。



１日 富士山・河口湖山開きまつり神事
５日 京都府野田川町議会建設農林常任委員

会研修来庁
８日 議会運営委員会、第６回臨時議会、議

会全員協議会
10日 ハーブフェスティバル　クルージング
15日 議会運営委員会、第７回臨時議会、議

会全員協議会
20日 県グラウンドゴルフ大会（準優勝）
21日（仮称）健康指導センター起工式
26日 群馬県新治村議会運営委員会研修来庁
30日 第８回河口湖交流レガッタ

２日 西湖竜宮祭式典
３日 議会運営委員会、第８回臨時議会、議

会全員協議会
５日 河口湖湖上祭式典
８日 埼玉県玉川村議会研修来庁
９日 大嵐町営住宅起工式
17日 議会全員協議会
18日 南アルプス市議会研修来庁
18日 議会全員協議会
22日 議会全員協議会
25日 岩手県町村議会議長会政務調査会研修

来庁
31日 議会運営委員会

４日 町総合防災訓練
５日 第３回９月定例会（～12日まで）
６日 決算特別委員会（～12日まで）
11日 衆議院議員総選挙
25日 町議会議員一般選挙
29日 紀伊山地の霊場と参詣道の世界遺産研

修（～30日まで）

議員活動状況報告（抜粋）定
年
退
職
し
て

四
十
三
年
余
り
公
務
員

と
し
て
、
お
客
様
へ
の
奉

仕
の
心
を
築
き
、
無
事
定

年
を
迎
え
二
年
余
り
が
過

ぎ
、
富
士
河
口

湖
町
の
誕
生
と

同
時
に
私
の
第

二
の
人
生
が
始

ま
り
ま
し
た
。

毎
日
の
時
間

と
の
闘
い
が
嘘

の
よ
う
に
な
り
、

毎
日
が
日
曜
日

と
喜
ん
で
い
た

が
、
こ
の
ま
ま

で
は
体
が
鈍
る

と
思
い
、
趣
味
の
山
歩
き

と
農
業
に
取
り
組
み
、
土

と
の
触
れ
あ
い
や
収
穫
の

喜
び
を
噛
み
し
め
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

今
ま
で
、
地
区
の
役
に

も
た
た
ず
に
、
た
だ
ひ
た

す
ら
勤
め
を
優
先
し
た

事
々
を
反
省
し
、
推
さ
れ

て
区
長
と
い
う
大
役
を
い

た
だ
き
地
区
住
民
の
た
め

何
と
か
役
に
た
と
う
と
努

力
し
て
無
事
任
務
を
果
た

し
ま
し
た
。

ま
た
、
勤
務
の
関
係
で

長
期
休
暇
も
取
れ
な
か
っ

た
が
、
定
年
を
機
会
に
海

外
旅
行
に
行
き
見
聞
を
広

め
た
事
は
、
私
の
人
生
に

と
っ
て
大
き
な
成
果
で
あ

っ
た
。
特
に
、
先
の
太
平

洋
戦
争
で
戦
死
し
た
父
の

永
眠
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー

（
旧
ビ
ル
マ
）
の
地

へ
慰
霊
参
拝
に
訪

れ
、
現
地
で
慰
霊

祭
が
で
き
た
こ
と

は
一
生
忘
れ
な
い

思
い
出
と
な
っ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
国

は
、
ま
だ
ま
だ
日
本
と
比

べ
る
と
遅
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
た
。
我
が
国
の
平
和

と
繁
栄
を
感
じ
、
今
後
な

お
一
層
の
努
力
を
重
ね
、

地
区
の
皆
様
の
役
に
立
つ

こ
と
を
し
よ
う
と
思
う
今

日
こ
の
頃
で
す
。

長
浜
四
三
六
番
地

梶
原
　
芳
章

四
十
四
人
か
ら
十
八
人
へ

十
八
人
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

新
し
い
町
、
新
し
い
地
区
、
新
し
い
議
員
、

新
し
い
議
会
だ
よ
り
、
そ
し
て
議
会
だ
よ
り
委

員
一
同
、
議
会
と
町
民
の
架
け
橋
た
る
議
会
だ

よ
り
の
発
行
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

九
月
議
会
は
、
平
成
十
六
年
度
の
決
算
審
査

の
議
会
で
す
。
一
年
間
の
町
の
収
支
を
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
一
同

編
集
後
記

７月

８月

９月

７月～
９月

議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う
!!

次
の
定
例
会
は
十
二
月
で
す
。

役
場
の
議
会
事
務
局
で
住
所
氏
名
を
記
入

す
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

平成17年度第23回山梨県町村議会広報コンクールにおい
て、平成16年８月４日発行第３号が写真部門で「特選」、
平成16年11月16日発行第４号が広報紙部門で「奨励賞」
を受賞しました。

写真部門　特選
広報紙部門　奨励賞

富士河口湖町議会だより/No.8/

孫と愛犬 自宅横にて

ミャンマーの農村にて、稲刈りをしてい
た農夫と


